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「余剰人員論」の破綻

「余剰人員削減のための整理解雇」は更生計画が命じるものではない

以下、準備書面 第 1 部 第 2 3 （1）より抜粋

(この色の見出しは世話人による)

片山証人は、余剰人員を抱えない体制にすることが更生計画案の前提であり、

２０１０年１２月末に整理解雇を実施したのは、この前提に基づくものであるかのよ

うに証言した

しかしながら、

片山証人自身が認めるとおり（中略）

「余剰人員を抱えない」、「JALI における余剰人員の削減は 2010 年 11 月末までに

完遂する」、「更生計画認可の時点で余剰人員が存在した場合、整理解雇を行ってそ

れを削減する」という趣旨は、更生計画のどこにも全く記載がなされていないのであ

る

更生計画が前提とする事業計画の骨子は、あくまでも、固定費削減をはじめとする

コスト削減等によって、所期の利益を確保することにある

中略

更生計画における人員数削減は総人件費圧縮のために行うものと明記されている

目標とされた人件費削減ないし利益計上の達成と無関係に人員数削減を行うことなど

全く求められていない。

コスト削減の進捗や収支状況と切り離して「余剰人員を抱えない」とか「余剰人員を

削減する」ことそれ自体が、「更生計画のコンセプト」であったとか「プリンシプル」

http://jfcob1.web.fc2.com/js7_1_2.pdf


であったなどという事実は全く存在しない。

ましてや、コスト削減や利益計上が目標を上回っている状況下において「余剰人

員削減のために整理解雇を行う」ことなど、更生計画の命じるところでは全くない

のである。

2010年4月から12月までの累計で年度目標641億円を1000億円近く超過する1586

億円の連結営業利益を計上するなど更生計画上の目標をことごとく超過達成して

いた。

新事業計画及びそれを前提とする更生計画上の人員数削減計画は､｢2011 年 3 月末まで

にｸﾞﾙｰﾌﾟ連結人員数を 3 万 2600 人にする､そのために､JALI 単体では 2010 年 9 月以降

2011 年 3 月末までに 1500 人を削減する｣というものであった｡更生計画上､管財人が拘

束されうるのはこの人員数削減計画ないし目標にほかならない｡これ以外(以上)の､

｢JALI において職種毎の『余剰人員』をすべて解雇によって削減する｣とか｢職種毎の『余

剰人員』はすべて 2010 年 12 月末をもって解雇する｣などという方針は､管財人が独自

の判断で決定したものにすぎない｡

JALI 単体としてみても「余剰人員」は生じていない

以下、準備書面 第 1 部 第 2 6 （1）より抜粋

職種ごとにみて､解雇されなければならないような｢余剰人員｣が存在しなかったこと

については､後に述べるとおりであるが､JALI 単体としてみれば､2010 年 12 月の時点で､

人員に｢余剰｣は生じていなかったというべきである｡

被告は希望退職募集の目標に対する未達数をもって｢余剰人員｣としているが､

その目標数は 1500 名であった｡この 1500 名という数字は､新聞でも報道されており､社

会に対する公約としての目標数であったというべきである｡

これに対する同年 11 月 9 日までの希望退職の応募者数は､1550 名(休職者を除く頭

数)であり､目標を大きく超過していた｡

同年 9 月末に社内的に変更された目標数は休職者を除く在籍数で 1559 名であったが､

この目標に対しても､11 月 9 日の時点で､ほぼ達成済みという状況であった｡

11 月 9 日以降 12 月 2 日までに､さらに休職者以外で 29 人が退職しており､

1559 名という目標もその時点で完全に達成されていた｡

http://jfcob1.web.fc2.com/js7_1_2.pdf

